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２００２年 第６回 ＪＭＲＣ中部ラリー専門部会 

------------------------------------------------------------------------------------ 

開催日時：２００２／１２／０８（ＳＵＮ）  １３：００～１６：３０ 

------------------------------------------------------------------------------------ 

開催場所：小牧勤労センター ２F 中会議室 

------------------------------------------------------------------------------------ 

出席者：御領親幸、鳥居明夫、米山晃、増井伸裕、長坂眞澄、若林尚貴 

    船木一祥、牧宏生（順不同） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

報 告 書 

------------------------------------------------------------------------------------ 

１．JMRC 中部モータスポーツ day2003 について 

  ①スケジュールの確認を行った。（詳細は JMRC 中部公式サイト参照） 

 

  ②1/11(土)ラリー部会予約部屋の宿泊者（F 棟 4406） 

   ⇒川田、御領、米山、鳥居、(表彰対象者：江ノ上、横地、棚木、奥村) 

 

２．2003 年中部ラリーカレンダーについて 

  ①AND の日程変更の件 

 ［変更前］ ６/２８～２９（JAF スポーツ 12 月号） 

 ［変更後］ ６/２１～２２（2003 年 JMRC 中部ラリーカレンダー） 

   ⇒JAF に対し訂正手続きを行う。（担当：AND 野村） 

 

３．車両重量＆リストリクターの件 

  ①重量測定器の購入について 

   ⇒全会一致で承認された。 

 保管は(有)SRS（代表：金子）にて行う。 

    各競技会への運搬はチームシロキヤのチーム員が行う。 

    重量測定器は精密機械の為、使用方法、取扱注意事項を作成する。（担当：牧） 

 

  ②リストリクターについて 

   リストリクターの取り付けはエントラントの責任において行う事とする。 

 

  ③車検について 

   車両重量、リストリクターの確認は再車検時に行う。 

   尚、測定する競技会は JAF 中部選手権のみとする。 

    (a)車両重量 

     車両重量は重量測定器にて実測し、JAF スポーツ 12 月号掲載の「基準重量」を 

     基準として判定する。 

    (b)リストリクター 

     内視鏡等を使用して、取り付けを確認する。 

     ⇒内視鏡は借用する。（担当：川田） 

 

  ④失格規定について 

    (a)車両重量 

     車両重量の実測値が「基準重量＋35kg」を下回った場合。 

    (b)リストリクター 

     リストリクターの取り付けが確認できない、リストリクター違反が確認された場合。 

   ⇒上記の車両違反が確認された場合、競技会のオーガナイザーより失格が言い渡される。 

    そのシリーズのポイントを全て剥奪、以降のシリーズ戦への参加を認めない。 
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４．2003 年度ラリー専門部会人事 

部会長  御領 

副部会長  大槻 ［主催者：MASC］［支部：愛知］ 

 副部会長  川田 ［主催者：RTN］［支部：岐阜］ 

事務局長  船木 

  事務局次長 牧 ［主催者：SHIROKIYA］ 

シリーズ事務局 米山 ［支部：石川］ 

三重支部  岸畑  ⇒ 再確認 担当：御領 

富山支部  野村 ［主催者：AND］ 

福井支部  鳥居 

静岡支部  黒滝  ⇒ 再確認 担当：御領 

主催者  若林 ［NUAC］ 

主催者  増井 ［RCM］ 

主催者  岩 ［R-８］ 

総務広報担当 米山（牧） 

顧問  山岸 

顧問  金子（技術アドバイザー） 

顧問  長坂 

 

５．ターマックシリーズの件 

  案件「来年度(2004)は鈴鹿で行われる JMRC 中部表彰式に招待せずメダル(盾)を郵送し 

  シリーズ表彰とする」に対して、ラリー部会としては了承しない。 

  ［理由］JMRC 中部ラリーシリーズ戦の表彰式なのでターマックシリーズの表彰も 

      行いたい。 

      ⇒担当：御領 

 

６．ラリーセミナーについて 

  第 1 回：３月１日［MASC］ 

  第 2 回：４月１９日［IMSC・R-8］ 

  第 3 回：７月１２日［RTN］ 

  第 4 回：９月２１日（予定）［DuckBill］ 

      ⇒クローズドの場合ターマックシリーズにして頂きたいので要確認（担当：鳥居） 

 

７．活動報告書について 

  競技会記録報告の申し送り事項は、主催者が予め把握しておく必要があり、競技会記録報告 

  の伝達方法に工夫が必要。2003 年度の形態については再検討を行う。 

 

８．その他 

  ①FIAルール等の適用について（安全に競技を進行する為に） 

   各エントラントに、自車の３台前までの車輌に対して安全を確認する義務と、後続車３台 

   に対して自車の安全を提示する義務も課す。内訳は、 

  (a)リタイアした場合に後続に対して搭乗員の安全を即座に知らせる。 

  (b)前走車がリタイアしている状況をオフィシャルに伝える。 

   の二つです。同乗者が怪我などをした緊急時には、「＋」（レッドクロスorグリーンクロ 

   ス）で後続に知らせ、問題ない場合は「OK」を掲示する等。また、ジェスチャーによる 

   合図についても併用する。 

   ⇒2003年度より各主催者にて用意し、ドラミにて説明を行う 
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  ②2003年度ラリー専門部会予定 

 第1回 2月23日 

 第2回 3月30日 

 第3回 6月1日 

 第4回 8月24日 

 第5回 10月19日 

 第6回 12月7日 

 

  ③次回ラリー専門部会 

 第１回ＪＭＲＣ中部ラリー専門部会 

 ２００３年２月２３日(日) １３：００～１７：００ （場所は別途連絡） 

 

以上 

 

ＪＭＲＣ中部ラリー専門部会事務局長  船木 一祥 

ＪＭＲＣ中部ラリー専門部会事務局次長 牧 宏生 


